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は Jay and Smith（1990）及び Simpson（1990）によって、また、下げ潮時における強混合は Kay and Jay（2003）













































 最後に、東京湾を再現した外部条件を GETM に用いて、三次元的な海況の変動の再現を行った。湾奥部
（千葉灯標検潮所）における実測潮位と GETM から予測された水位を比較した結果、相関が高く再現する
ことができた。GETM の流速値から行った粒子追跡の結果より、大潮-小潮の潮汐変動によって湾口を通過
する粒子の量を定量的に評価することが可能となった。 
